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大
村
市
立
病
院
で

小
児
科
を
強
化

同
大
村
市
原
口
郷
字
地
溝
九
百
六

割

所

番

問

十
四
番
の
二
、
畑
七
畝
歩

零

o

p
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)

所

印
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印

h

w

大

村

市

一

ノ

郷

字

一

同

七

百

三
春

の一

、
田
一
反
二
十
三
歩

行

一

附

市

釦

っ

別

大

村

市

三

ノ
郷
字
中
野
五
十
四
一
大
村
市
立
病
院
で
は
長
い
間
市
民

襲

伏

村

問

所

一市
税
滞
納
に
よ
る
芽
押
財
産
を
次
一
二
番
の
二
、
木
造
瓦
葺
一
挙
一住

一

番
、
田
一
反
十
八
歩

一
の
皆
さ
ん
に
御
迷
一位
を
か
け
て
い

附

話

刷
一

の
と
お
り
公
売
に
付
し
ま
ず
か
ら
一
家
一
塁
坪
十
六
坪
一
合
五
勺
一
同
大
村
市
中
諏
訪
町
六
十
二
番
、一

ま
し
た
小
児
科
を
強
化
す
る
た
め

長
大
電
印
一
買
受
希
望
者
は
当
日
定
刻
ま
で
に
一

ω大
村
市
木
場
郷
字
蕨
ノ
尾
千
二
一

宅
地
七
十
一

坪
ニ
合
ニ
勺

一
こ
の
た
び
国
立
霞
浦
病
院
勤
務
の

1
1
11
1
一印
鑑
持
参
の
上
御
参
集
く
だ
さ
い
一

百
替
の

て

田
五
畝
捗

一
同
大
村
市
杭
出
津
郷
字
杭
出
津
四
一
伊
東
医
師
を
招
へ
い
し
、
四
月
十

1
、

也

ヨ

一

(

税
務
課
)
志
大
村
市
玖
島
郷
字
本
小
路
五
十
一

百
七
十
八
番
の
一

、
宅
地
四
十
一五
日
か
ら
診
療
態
勢
を
強
化
し
て

獣

音

の

飼

討

は

届

出

や

一

呂
敷
土
及
ひ
ヂ
の
平
面

一ム
公
売
日
時

昭
和一一一
十
一
一
年
四
一
八
番
の
十、

宅
地
六
十
九

坪

二

六

坪

九

合

四

勺

一

い

ま
す
の
で
、

長

つ
ぷ
ん
御
利

、

、

島

ぷ

ど

一

2
官
附
近
三
百
米
以
内
の
見

一

月
三
十
日
午
後
一一
時

一

合

五

勺

一

ω大
村
市
並
松
郷
字
櫨
畑
百
二
十
一
用
く
だ
さ
い
O

(

市
立
病
院
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5
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幼
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で
牛

烏
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一

取
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公
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大
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す
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一
く
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宵
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あ
ひ
る
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十
日
未

一

右
の
通
り
動
物
を
飼
養

(収
容

一

課

一

三

番

の

一

、
畑

一畝
二

十

互

ω電
話
力
入
権
大
村
局
二
五
九

番

一

一

本

一

の
改
正
に
よ
り
、
市
街
地
ま
た
は
一
滴

82く
)
不

羽

一

)
;
し
ま
し
た
の
で
御
届
け

一ム
公
売
方
法
一

般
競
争

2

11
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1
1111
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1
二

党

日

期

一

住
宅
地
な
ど
で
牛
、
馬
、
ブ
夕
、
一

ム
回

出

雲

一

し

む

押

す

入

札

加
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保

証
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入

札

喜

一

海

、

空

幹

部

三

曹

を

嘉

穿

二

川

刊

刊

一

鶏
な
長
畜
希
望
ま
た
は
収
容
一
動
物
飼
養
(
収
容
)
届

一

間
和
三
十
二
年

月

日

一

の

百

分

の

五

以

上

一

申

込

は

5
月

日

目

、

ま

で

=

科

~

間

一

す
る
も
の
は
、
す
べ
て
届
出
を
し

一

川
届
出
者
住
所
氏
名

一

申

請

者

氏

名

@

一

ム

代
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納

付

方

法

即

納

一

-

こ

り

8

1
引

一

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一

ω施
設
の
所
在
地

一長
崎
県
知
事
西
岡
竹
次
郎
殿
一
ム
公
売
物
件

一防
衛
片
で
は
昭
和
三
十
二
年
度
海
一

ム
職
種

二

3

5

一

飼
養
ま
た
は
収
容
す
る
施
設
の
構
一
銭
努
事
詩
数

一

(

保
険
衛
生
課
)
一
ω大
村
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馬
場
郷
八
百
六
、
八
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部
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佐
↓
三
尉
)
お
よ
び
一
海
上
幹
部
・
造
船
、
議
、

二
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1
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資

一

造
設
備
は
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政
令
で
定
め
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基
準

一

室

の
概

要

一

一

百

七

番

、
家
屋
番
号
間
川
一
一
け
同
同
一
苗
J

佳

作
は
一
円
、

一
電
機
、
警

機、

造

兵

二

今

月

定

一

に
従
っ
て
改
善
し
、
伝
染
病
義
一

i
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コ
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数

発

生

一

缶

詰
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問

い

殺

す
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一臨

時

則

禁

昼

間

幹

部

整

備

、
通
信
、
一
「

い

回

し

ゅ
う
ぶ
ん
に
し
、
飲
料
水
の
汚
染一

一

場
合
の
移
動
。

一

経

症

状

に

よ

り

歯

ぎ

し

り

、
腰
が
一
技
術
、
施
L
d
、
結
合
、
立
長
、
一
第
四
次

二
等
一
件
、
空
上

富
ぐ
な
ど
公
衆
衛
生
上
必
要
な

一

移

動

一
は

注

射

詫

明

書

ず

必

要

一

①

警

ブ
李
種
付
の
た
め
移
動
一ふ
ら
つ
き
、
昏
睡
、
け
い
れ
ん
な
一

望

、
豆

、

F需
、
気
一

採

用

予

定

者

互
と
を
、
撃
に
適
合
す
る
よ
う
一豚
コ
レ
ラ
が
四
月
十
五
日
現
在
で
一
を
厳
守
し
て
く
だ
さ
い
。
但
し
一

す

る

場

合

。

一

ど

を

見

る

と

と

が

あ

り

ま

す

。

一

考

会

一

一

般

一

措
置

嘉

じ
て
、
維
持
管
理
し
な
一
佐
世
保
川
に
八
十
頭
、
諌
阜
市
に
一
豚
コ
レ
ラ
予
防
注
射
後
二
週
間
宮
の
地
区
か
ら
市
内
へ
移
入
す
一

豚

コ

レ

ラ

の

謙

防

一

言

整

備

、
通
信
、
語
学
一

(海
士
)
ム
常

設

ム
附
本
好
弘

日
一
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
こ
正
り
ま
一
九
十
頭
発
生
し
、
死
亡
し
て
い
ま
一

円以
上
六
カ
月
以
内
の
も
の
で
、

一

る

場

合

。

一

⑦
予
防
注
射
の
実
施。

一

管

理

一

ム
田
崎
勝
利
ム
山
ド
孝
教
心
松
本

月
一

し
た
の
で
、
該
当
者
は
引
か
要
領
一

す
。

一

主

ヲ

済
正
明
書
を
携
行
し
て
移
一
以
上
の
場
合
は
必
ず
前
記
の
注

一①
小
舎
に
象
者
を
入
れ
な
い
と
一
合
込

四

月
十
五
日
か
ら
五
月
一
室
ム
川

需

要
石
橋
英
明
ム

ヱ

に

よ
り
五
月
二
十
日
ま
で
陸
衛
一
こ
の
た
め
佐
世
保
、
警
両
地
区
一
動
向
る
も
の
は
、
ど
ん
な
誓
一

射
証
明
書
巻
携
行
す
る
乙
と

o
E舎の
入
口
に
、
消
毒

章

一

十

五

日
ま
で
志
願
手
続

、

喜

一吉
村
式
市
ム
山
木
広
美
A

福品

位
一

生
課
に
一一r
J
提
出
し
て
く
だ
さ
い
一
並
び
に
大
村
市
、
東
彼
杵
郡
、
北
一
で
も
移
動
し
て
差
支
え
あ
り
ま

一
こ
の
事
項
に
違
反
し
た
場
合
は
味
一

浸
し
た
足
ふ
み
を
お
く
乙
と
。
一

な
ど
の
詳
細
は
市
民
課
へ
問
合
せ
一
夫
ム
古
川
保
彦
ム
い
定
仰
心
扶
瀬

市
一

ム
同
出
品
す
る
対
象
は
飼
養

(
一
葺
誌
の
豚
の
移
動
禁
止
が
発
令

一
せ
ん。

一畜
伝
染
病
予
防
法
第
三
十
二
条

一

(大
村
家
畜
保
健
所
)
一
て
く
だ
さ
い
。

(市
民
課
)
一
輝
勝
ム
甫
質
問

広
一
収
若
手
元
記
規
定
数
以
上
の
も

ま

L
て

J
に
す
。

一富
内
外
を
問
わ
ず
ブ
タ
を
移
動
一
三
十
コ
一
条
に
ふ
れ
罰
則
が
適

E

l
i
-
-
l
i
l
i--

-ー
一

(空
士
)
ム
森
消
¥一
喜

久

光
ム

一

一

新

動

十

が

解

除

さ

れ

る

ま

で

一

さ

せ

る

場

合

。

一

れ

ま

す

の

で

、
じ
ゅ
三
ん
注
意一

香

典

返

L
を

一
家
熊
雄
氏
の
忌
明
に
際
し
、

五
一
見
付
木
精
彦
A
神
霊

夫

い

一
牛
一
頭
、

馬
一
頭
、
ブ
タ

一
頁
、
一
当
分
配

色

、
市
内
の
豚
の
移
一
②
肉
ブ
タ
薬
内
外
へ
出
荷
す
る

τて
く
だ
さ

い

。

一

一

千

円
を
こ
の
ほ
ど
地
元
の
大
川
日
一

正
式
の
出
頭
通
知
在
五
月
中
に

一
め
ん
羊
四
頭
、
山
羊
凶
頭
、
宇

一

動
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

一
公
売
、
政
知
ら
ぜ

羽
目
・
土
地
、
家
屋
、
電
話
な
ど

り大村市政だよく旬刊J

新
盆
活
作
品
展
示
奮

生

月
27 
日

日
29 
日

中
央
公
民
舘
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清
宮
き
ま
市
立
病
院
へ
御
成
り

四
月
十
一
日
・
屋
上
か
ら
市
内
を
御
視
察

第136号

今
春
学
習
院
大
学
に
進
ま
れ
た
清

宮
貴
子
内
和
平一
府
下
に
は
、
九
州

御
旅
行
の
御
途
次
、
中古
る
四
月
十

一
日
、
午
後
三
時
五
十
分
市
立
病

院
に
お
立
有
り
に
な
っ
た
。

と
の
目
、
お
伴
の
徳
川
待
従
、
竹

内
保
育
宮
と
共
に
、
佐
世
保
市
か

ら
自
動
車
で
長
附
市
に
向
わ
れ
る

殿
下
は
、
市
立
病
院

E
門
前
附
近

道
路
両
側
ぞ
埋
め
る
多
数
市
民
の

歓
迎
に
、
に
こ
や
か
に
微
笑
ん
で

応
え
ら
れ
な
が
円
正
面
玄
関
前
で

お
車
か
ら
下
り
た
た
れ
、
大
村
市

り大村市政だよ昭和 32年 4月20日

長
内
御
先
導
で
一

一階
御
休
煎
室
に

御
少
黙
の
後
、
畏
上
か
ら
、
大
村

育
長
の
伺
説
明
?
市
内
Jm-
御
視
察

に
た
り
、
病
院
前
庭
で
記
念
植
樹

を
遊
ば
さ
れ
て
、
午
後
四
時
十
分

市
民
の
奉
送
を
受
け
ら
れ
乍
ら
大

村
市
長
夫
妻
と
御
同
車
に
て
玖
島

崎

一
帯
を
お
車
の
上
か
ら
御
覧
に

な
り
長
崎
市
へ
向
わ
れ
た
。
(
庶
務
課
)

「
写
真
は
市
立
病
院
屋
上
か
ら
市

内
御
視
察
中
の
清
宮
さ
ま
」

大
麻
の
取
扱
い
は

必
ず
兎
許
を
受
け
て
か
ら

大
麻
の
栽
培
に
つ
い
て
は
既
に
御
一
と
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

京
知
の
通
り
「
大
麻
取
締
法
」
に
一
り
ま
す
が
、
と
の
免
許
を
受
け
た

よ
っ
て
府
県
知
事
の
免
詐
が
穴
け
一
者
は
昭
和
三
十
年
で
は
百
四
名
で

れ
ば
栽
培
は
も
ち
ろ
ん
所
持
す
る
一
あ
り
ま
し
た
が
、
昭
和
三
十
一
年

に
は
僅
か
に
一
名
に
す
ぎ
な
い
状

態
で
、
と
れ
の
激
減
に
伴
っ
て
大

麻
の
栽
培
が
全
面
的
に
減
少
し
て

い
る
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

一
方

乙
の
免
許
を
受
け
な
い
で
不
正
栽

培
の
方
向
に
進
ん
で
い
る
こ
と
も

あ
る
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

も
し
こ
れ
が
不
正
栽
培
の
方
向

に
進
ん
で
い
る
も
の
と
す
れ
ば

「大
麻
取
締
法
」
の
運
営
上
重

全
国
慶
報
研
究
大
曾

全
国
広
報
研
究
会
で
は
、
六
月
十

一
日
か
ら
十
三
日
ま
で
東
京
都
で

第
一
回
全
国
広
報
研
究
大
会
を
開

催
し
ま
す
の
で
、
広
報
関
係
者
の

参
加
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

な
お
申
込
は
四
月
二
十
五
日
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
。
詳
細
は
庶
務

課
へ
問
合
せ
て
く
だ
さ
い
。
(庶
務
課
)

大
な
問
題
と
な
る
と
と
が
憂
慮

さ
れ
ま
す
。

最
近
の
例
は
昭
和
三
十
一
年
九
月

佐
世
保
市
内
で
「
大
麻
た
は
と
」

の
密
売
が
挙
り
、
ま
た
他
県
(
別

府
な
ど
)
で
も
「
大
麻
た
ば
こ
」

に
関
す
る
事
件
が
発
生
し
て
お
り

最
近
取
締
当
局
で
も
大
麻
に
対
す

る
取
締
り
が
、
重
大
な
関
心
の
的

と
な
っ
て
来
て
い
お
現
状
で
あ
り

ま
す
。右
の
よ
う
な
乙
と
を
未
然
に
防

止
す
る
た
め
に
も
、
大
麻
の
栽

培
を
す
る
者
の
再
認
識
を
促
す

と
と
も
に
、
必
ず
所
定
の
手
続

き
を
経
て
適
正
な
栽
培
を
さ
れ

る
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。

(
農
林
課
)

敬
老
院
へ
考
書
一
日
u
ハ
一写
真
は
新
装
な
っ
た
三
域
保
育
所

月
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冊
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日
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袋
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Tさを対てす業かま 、て無 し食
誇著しくの者ιせ 再 今効て円
給てだで の長ん度後との営
ましはさ、受施。登米な 登業
手ま 業 い早付 Gそ緑飯り緑者
平す務。めもてのををまがは
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